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原油価格が一段と上昇し、1年ぶりの高値を更新した。ニューヨーク先物の3日終値は1バレル

55.69ドルと今週に入って7%上がり、終値ベースで昨年1月下旬以来の55ドル台乗せとなった。東

京商品取引所の先物価格（期先）も4日、昨年2月下旬以来となる1キロリットル3万7千円台で取

引を終えた。

米エネルギー情報局（EIA）が3日発表した週間原油在庫が2週連続で減少し、現物需給の引き締ま

りを好感した買いが入った。輸入の減少が在庫減の一因とみられ、石油輸出国機構（OPEC）など

の産油国連合「OPECプラス」の協調減産の効果が意識された。

OPECプラスが3日開いた合同閣僚監視委員会（JMMC）で、現行の生産枠据え置きを決めたと伝

わったことも買い安心感につながった。「需要環境は引き続き厳しく、値動きが不安定になるリ

スクもある」（野村証券の大越龍文氏）との指摘があった。
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原油続伸55ドル台　NY、在庫減を好感
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ＯＰＥＣプラス、生産枠据え置き
　「21年の回復を楽観視」

［ロンドン　３日　ロイター］ - 石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）にロシアなど

非加盟産油国を加えた「ＯＰＥＣプラス」は３日、現行の生産枠の据え置き

を決定した。

合同閣僚監視委員会（ＪＭＭＣ）はこの日オンライン会議を開催。会議後の

声明で、新型コロナウイルスワクチンの世界的かつ漸進的な普及が、年内の

世界経済や石油需要を押し上げる有望な要素とした上で「２０２１年の回復

を楽観視している」と表明。同時に、今後数カ月間は経済見通しや石油需要

を巡って不安定な状態が続く見込みとした。

減産に伴う削減量は昨年４月以降で２１億バレルに達したとした。

政策変更に関する言及はなかった。

ＯＰＥＣプラスは先月、大半の国が産油量の維持を決定。一方、サウジアラ

ビアは２月と３月の産油量を追加で日量１００万バレル自主削減するほか、

ロシアとカザフスタンが小幅増産を行うとした。

調査会社エナジー・アスペクツの共同創設者、アムリタ・セン氏は「在庫が

急速に減少する中で、市場はワクチンの円滑な展開を織り込んでいる。た

だ、それは時期尚早かもしれない」とした。
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米石油精製大手、再生可能燃料の生産拡大へ

［３日　ロイター］ - 新型コロナウイルスのパンデミック（世界的流行）によ

る各種の制限措置で人々の移動が制限されて燃料需要が抑制されたのを受け、

製油業界は大きな損失を計上した。そうした中、独立系の米石油精製大手は、

再生可能燃料の生産拡大計画を推進している。

自動車業界ではガソリン車から電気自動車（ＥＶ）への移行が進んでおり、製

油業者にとって再生可能燃料は希望の光となっている。製油大手首脳は、温室

効果ガスの排出が少ない燃料についての説明に多くの時間を費やした。

米石油精製大手マラソン・ペトロリアムのヘニガン最高経営責任者（ＣＥＯ）

は２日の年次決算報告で、２０２０年は１２２億ドルの損失を計上したと語っ

た。その際、「再生可能燃料は注目すべきテーマだ。われわれは参入に向け非

常に良い立ち位置にいる」と強調した。

同社はカリフォルニア州マルティネス製油所を再生可能燃料施設に改修中だ。

同業のバレロ・エナジーは先週、２０年決算は１４億ドルの損失だったと発

表。ただ、再生可能ディーゼル部門は６億３８００万ドルの利益を計上した。

ゴーダーＣＥＯは「クリーン燃料は未来の一部となるだろう。それが現実だ」

と指摘した。

フィリップス６６は５日、２０年は４０億ドルの損失だったと報告した。 同社

はサンフランシスコのロデオ製油所で再生可能燃料を製造する計画だ。

ガーランド会長兼ＣＥＯは「われわれもエネルギー転換に参加したい」と語っ

た。


